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V322a SMILE-2+:2018年豪州MeVガンマ線気球観測フライトモデルの性能評価
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数百 keVから数十MeVまでのMeVガンマ線帯域は核ガンマ線の帯域であり、短寿命核からの放射では超新
星爆発による元素合成の現場を直接捉えることができ、105-107年程度の寿命を持つ長寿命核からの放射では銀
河系内にける物質拡散の様子を捉えることができる。しかし、宇宙線と筐体との間の相互作用による高い雑音量
とMeV帯域で用いられてきた統計的撮像手法のために COMPTEL以後、MeVガンマ線観測は停滞している。
COMPTELで用いられているコンプトン法を例にとるとコンプトン反跳電子の運動方向を取得しないために入射
光子の再構成が不完全であることが統計的撮像手法に頼らなくてはならない原因となっている。しかし、飛跡検
出器をコンプトン散乱の散乱体として用いれば反跳電子の運動方向が求まり、完全な再構成が可能となる。我々
の SMILE計画では高い雑音除去能力と一光子毎の到来方向決定能力を兼ね備えた次世代MeVガンマ線望遠鏡と
してガス飛跡検出器とピクセルシンチレータアレイを組み合わせた電子飛跡検出型コンプトンカメラ (ETCC)の
開発を進めている。2018年 4月に豪州にて気球高度での ETCCの天体撮像能力の検証を目的とした気球観測実
験 SMILE-2+を実施し、上空 39 km付近にて約 26時間の水平浮遊に成功した。本講演では SMILE-2+で用いた
フライトモデルの性能の実測値とシミュレーション値の比較を行う。


